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各章に取扱い方法の他、注意および警告表示を記載してありますので、ご

参照下さい。また、以下の項目についても、必ずお守り下さい。 

 

危  険 

●給油時は必ずエンジンを停止し、付近に火気がない事を確認して下さ

い。 

 

警  告 

●排気ガスは有毒な一酸化炭素を含み、吸入すると中毒を起こす危険が

あります。 

 

警  告 

●プーリやベルトの回転部品に触れるとケガをする危険があります。エ

ンジン運転中や真空ポンプ作動中はプーリ、ベルト、マグネトフライ

ホイル等に触れないで下さい。 

 

注  意 

●エンジンのまわりはマフラや排気ガスにより高温になる為、可燃物か

ら３ｍ以上離れた場所にポンプを設置して下さい。 

●止むを得ず枯れ葉等の上に設置する必要がある場合は、枯れ葉等を 

除去して下さい。 

 

注  意 

●エンジンやマフラは高温になります。火傷の恐れがありますので触れ

ないで下さい。 
 

使 用 上 の 注 意 
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１．運転前の点検 

燃料の給油 

● 混合油（30：１）を燃料タンクに入れて下

さい。 

自動車用レギュラーガソリン 30 

２サイクルエンジンオイル  １ 

● 常にタンク内の燃料を確認し、常時満タン

にしておいて下さい。 

●オイルはトーハツ純正２サイクルエンジ

ンオイルを推奨します。 
 

危  険 

気化したガソリンは引火爆発の危険があります。 

●燃料には火気を近づけないで下さい。 

●燃料補給時はエンジンを停止して下さい。 

●燃料をこぼさないで下さい。 

 

危  険 

●ガソリンとオイルの混合作業は通気性のよいところで行って下さい。 

また、キャブレターのティクラおよびドレン操作時には充分注意して

下さい。 

●エンジン停止後、充分にエンジンが冷えてから給油して下さい。 

●燃料補給時以外は燃料タンクキャップを確実にしめておいて下さい。 

もし、燃料をこぼした場合は、布などで拭きその布を処分して下さい。 

拭いた布を部屋等に放置しておくとガソリンが気化引火する恐れが

あります。 
 

注  意 

毎月１回は燃料を点検し、刺激性の臭いがしたり、濁っている場合は直

ちに新しい燃料と交換して下さい。酸化・劣化したガソリンとエンジン

オイルは、クランク軸やベアリング等の鉄系部品を錆びさせます。 
 

５  取 扱 い 要 領 

！ 

！ 

！ 



５



－ 7 － 

２．ポンプの設置 

ポンプ設置上の注意 
 

警  告 

●排気ガスは一酸化炭素を含み中毒をひきおこす危険があります。 
室内・車内・倉庫・トンネル・井戸・船倉・タンクなどの換気の悪い 
所や閉め切った所ではエンジンを運転しないで下さい。 

 

注  意 

●思わぬ転倒事故を防止するために、ポンプは水平で安定した場所に設
置して下さい。 

① ポンプを出来るだけ水源に近づけ、吸水高さが少なくなるように設置し

て下さい。 

② 設置場所に勾配や凸凹がある場合は、出来るだけ吸管の位置がポンプ吸

水口よりも高くならないようにして下さい。 

③ 吸管がやまなりになった場合、吸管内に空気が残りやすくなり、放水バ

ルブを「開」にすると同時に落水する事があります。 

④ 吸管内の残留空気により落水した場合は、放水バルブを「半開」にして

真空ポンプを作動させ、吐水が連続的な状態になるまで真空ポンプを長

引きして下さい（吐水開始から３～５秒程度）。 

⑤ 吸管の先端には、必ずストレーナと藤かごを取り付け

て下さい。また、水底の土砂を吸い込む場合は、藤か

ごの下にむしろ等を敷いて下さい。 

⑥ 吸管の先端は、空気の巻き込みを防止するため水面下

に30cm以上沈め、水底から15㎝以上離して下さい。 

⑦放水ホースは、折れのないように取りまわして下さい。 

管槍には規定口径のノズル（水口）を必ず取付けて、

放水を行って下さい。 
 

定格ノズル口径 － 14㎜ 
 

注  意 
規定以上の大きい口径のノズルを使用して放水を行いますと、ポンプ性
能の低下、又は故障の原因となりますので、ご注意下さい。 
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３．始 動 

①燃料コックを「開」にして下さい。 

 

 

 

 

 

 

②スロットルレバーを「始動」の位置に 

して下さい。 

 

 

 

 

③リコイルスタータハンドルを、引きが重く

なる位置から一気に引いて下さい。 

 注）ロープは完全に引ききらないで下さい。 

 

 

 

 

 

注  意 

●ロープ長は約１ｍです。始動する際は、故障の原因になりますので 

ロープを完全に引ききらないで下さい。 

●始動したら、ロープをゆっくり元に戻します。引き上げた位置から、

スターターハンドルを急に離しますと、ロープが異常に巻込まれ、故

障の原因になります。 
 

スロットルレバ
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 消防ポンプを常に使用できる状態を維持するため、日常の保守点検と正

しい格納を心がけて下さい。 

 

点 検 

①燃料は燃料タンクに満タンにしておいて下さい。（混合比30：１） 

②ガバナ室のオイルは補充して適量にしておいて下さい。 

③短時間の始動・停止（暖気状態まで至らないエンジン始動・停止の繰り

返し）は、エンジン不調の原因となりますので、必ず、1ヶ月に１回は放

水運転を行って下さい。 

  推奨運転条件：0.4MPa、10分間放水運転 

 

整 備 

①油やゴミをよくふきとって、いつもきれいにしておいてください。 

②１ヶ月以上運転を行わない場合は、キャブレタチャンバー内の燃料を完

全に抜いておいて下さい。 

③スパークプラグの汚れは清掃し、ギャップは適正に調整して下さい。ス

パークプラグは消耗品ですので、定期的に新品と交換して下さい。 

 使用スパークプラグ…NGK、B7S、適正ギャップ0.6～0.7㎜ 

④真空ポンプＶベルトにキズ、摩耗等の異状があれば交換して下さい。 

 Ｖベルトサイズ…Ａ－30 

 

格 納 

①保管場所は湿気のあるところは避け、水平に置いて下さい。 

②ポンプ内に異物が入らぬように吸水口キャップをし、ポンプにカバーを

かぶせて下さい。 

 

６  点 検・整 備・格 納 
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1504（タ）300
003-12063-0

営 業 品 目

△

消防ポンプ　

△

防災システム

△

小型全自動消防車　

△

軽四輪駆動消防車

△

船　外　機　

△

プレジャーボート

△

輸送用冷凍装置

本　　　　社　〒174  -  0051　東京都板橋区小豆沢３－５－４
　　　　　　　　　　　　　電話（03）3966－ 3 1 1 5（防災営業部）
防  災  九  州　〒812  -  0892　福岡市博多区東那珂２－10－55
　　　　　　　　　　　　　電話（092）　  411－８７７０　㈹
防  災  関  西　〒530  -  0043　大阪市北区天満１－８－ 27
　　　　　　　　　　　　　電話（06）　 6358－２９７１　㈹
防  災  中  部　〒174  -  0051　東京都板橋区小豆沢３－５－４
　　　　　　　　　　　　　電話（03）　 3966－３１１５　㈹
防  災  中  央　〒174  -  0051　東京都板橋区小豆沢３－５－４
　　　　　　　　　　　　　電話（03）　 3966－３１１５　㈹
防  災  東  北　〒984  -  0816　仙台市若林区河原町１－５－１
　　　　　　　　　　　　　電話（022）　  398－４８０６　㈹
防災北海道　〒174  -  0051　東京都板橋区小豆沢３－５－４
　　　　　　　　　　　　　電話（03）　 3966－３１１５　㈹

■可搬消防ポンプの整備は信頼ある資格者が行いましょう。

tadashi
テキストボックス
〒530-0043   大 阪 市 北 区 天 満 １－ ８－ ２７
　　　　　    電話  (06)      6358－2  9  7  1  (代)



